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たゆまず祈りなさい。感謝のうちに、目を覚まして祈りなさい。同時に、私たちのため

にも祈ってください。神が御言葉のために門を開いてくださり、私たちがキリストの秘義

を語ることができますように。私は、このために牢につながれているのです。また、私が

語るべきしかたで語って、この秘義を明らかにするとことができるように祈ってください。

時をよく用い、外部の人に対して知恵をもって振る舞いなさい。いつも、塩味の効いた快

い言葉で語りなさい。そうすれば、一人一人にどのように答えるべきか、分かるでしょう。

（コロサイ 4:2 ～ 6 ） 

 

著者は、結びの勧告として、「たゆまず祈りなさい。感謝のうちに、目を覚まして祈り

なさい」と書いている。「目を覚まして」は、主イエスがマルコ福音書13章 32～ 33節で、

「その日、その時は、誰も知らない。天使たちも子も知らない。父だけがご存じである。

気をつけて、目を覚ましていなさい。その時がいつであるか、あなたがたは知らないから

である」と言われた言葉とつながる。終末の全き救いを待ち望み、感謝を込めて、ひたす

ら祈りながら、冷静に備えをなして生きるのがキリスト者の「今」である。 

著者たちは、御言葉のために門が開かれ、キリストの秘義を十分に語ることができるよ

うに、自分たちのためにも祈ってくださいと求めている。福音宣教は同信の者たち同士が

祈り、祈られる中で、前進するからである。キリストの秘義とは、もちろん、十字架と復

活による福音である。 

著者は続いて、私は福音宣教のために捕らわれ、牢につながれていると語っている。ロ

ーマ帝国は皇帝を「主」と仰ぐことを求めていた。植民都市においては、なおさらであっ

た。その中で、ナザレのイエスを「主」と宣教したので、咎められ、投獄されることがし

ばしばあった。しかし、キリストの福音を知らされた者たちは堂々とイエスを「主」と告

白し続けた。そのため、今、著者は、獄中にある。「私が語るべきしかたで語って、この

秘義を明らかにすることができるように祈ってください」と願っている。彼らの宣教は、

福音を知らない異邦の人々に語りかけることであった。 

著者は、自分たちの宣教のために祈ってほしいと願った後、今度は、読者たちに宣教に

励むように訴えている。「時をよく用い、外部の人に対して知恵をもって振る舞いなさい」

と、時を捉え、外部の人に受け入れられるように賢く振る舞いなさいと忠告している。そ

して「いつも、塩味の効いた快い言葉で語りなさい」と言う。外部の人々に福音を聞いて

もらうためには、塩味の効いた言葉が有効であるからである。主イエスは、「あなたがた

は地の塩である。だが、塩に塩気がなくなれば、その塩は何によって塩味が付けられよう

か（マタイ 5:13 ）」、 また、「自分自身の内に塩を持ちなさい。そして、互いに平和に過ご

しなさい ( マルコ 9:50c) 」と語っておられる。塩は腐敗を防ぎ、素材の食料のうま味を引

き出す。塩を自分の内に持ち、その塩味の効いた言葉を用いるならば、キリストの秘義が

相手の心に響く。Ⅱテモテ 4 章 2 節に、「御言葉を宣べ伝えなさい。時が良くても悪くて

も、それを続けなさい。忍耐と教えを尽くして、とがめ、戒め、勧めなさい 」、 5 節には、

「しかしあなたは、何事にも身を慎み、苦しみに耐え、福音宣教者の働きをなし、自分の

務めを全うしなさい」と勧めている。彼らは、全ての時を神が関わる「カイロス」と捉え、

福音宣教を自分の務めとして、苦難を厭わず全力で宣教に邁進したのである。キリストの

福音の確かさと救われた喜びが、彼らを宣教に押し出したからである。 


